















えば湖北省旧梯帰県城 (帰州城) の束方、 長江の北岸にある丹陽城がそれであるというのが、
いわば常識的な理解となっていた。












な よ う に、①・②は南方説、③は北方説であり、結局この対立は、楚国を形成した楚族は本来
長江中流域の土着種族なのか、 あるいは北から南下してきた外来の種族なのかという、 古 く て
しかも新しぃ楚国形成史における最大の問題をそのまま反映していることになろう。
さ て 結 論 的 に い う な ら ば、 葛州ダムや三峡大ダムの建設などにともなう発掘・調査によって
もたらされた、 三峡地区における大量の考古新資料は、①の不路帰説を葬りさることになりっつ
あ る。 南方説を支持する研究者たちは、 この考古新資料の発現に大きな期待をよせたであろう
が、 残念なことに期待は裏切られて、 西周時代の三峡地区で活躍していたのは、 どうゃら楚族
以外の種族であったことがしだいに明らかになってきてしまったのである。 ②の枝江説も同様
で、 この説の正しさを裏付ける考古学的証拠は、 今までのところどう見ても皆無に等しぃ と い
わねばならなぃ。 い き さっは徐少華氏の 「楚丹陽地望及其考古学分析」 (王光鋪主編『文物考






のが、 現在の楚国歴史地理研究がおかれている情況である。 もちろん、 考古新資料によって歴
史地理上のある学説の正しさが決定づけられるというのは、 そうそう容易になしとげられるこ
とではなぃであろうが、 ただ、 この丹漸説にっいていえば、 丹江口大ダムの水位上昇にそなえ
て緊急に試みられた発掘と調査によって出現した考古新資料が、 きゎめて有効な新証拠となる



























か、 それ以外の系統のものなのか、 判定しようがないからである。 つまり、 この場合手段とな
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とすれば、それはおそらく ぃわゆる楚式商をおぃて他はなぃであろう 。 楚式商とは、器形・製
法において殷式商や周式商とは一見して異なった楚文化の独有器で、 楚国の腹地である那ill州地
















なかでなされたものであり、 学界のリ ー ダーであり、 しかも宝鶏闘鶏台出土の瓦商を資料に周
文化淵源探索研究に先鞭をっけた大先輩からの指摘なのであるから、 楚文化考古研究者に大き
な影響を与えたことは想像に難くない。 事実、 その直後から楊権喜氏の 「江漢地区楚式商的初




部分がはっきりと別になっている。 ② 描 ( ま た ) の 部 分 にっいてみると、般式商では両側には
っきり分かれており (分描)、周式商ではっながってはいるがきわめて寸語- ま り  ( 將 描 ) で あ
るのに対して、楚式商ではっながってしかも左右に大きく開いている(連描) 。③典型的な楚
式商の製法は、 器体と足を別々に作つて双方をっなぎあわせ、 腹のほうから下へ押しっけ る と
ともに、 外側から補強の土を員占り っけて、 固 く 接 合 さ せ る と い う も の で あ る。
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この定義を念頭におぃて、 実例をかかげてみよう。 図1は江陵雨台山楚墓出土の陶鬲、 図 2
①②は当陽趙家湖楚墓出土の陶鬲である 。 図 1 の 3 ・ 4 ・ 5 ・ 7 ・ 8 ・ 9 、 図 2 ① の 3 ・ 4 ・
5 ・ 6 ・ 7 ・ 8 ・ 9 ・ 1 0 、 図 2 ② の 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5 ・ 6 ・ 7 ・ 8 ・ 9 ・ 10・1 l、大口と小
口の違いはあるけれども、 これらがすべて般式船や周式商とは截然と区別される典型的な楚式
商であることは、 誰 し も が 認 め る と こ ろ で あ ろ う 。  もちろん定義を十分に満たしている。 と こ
ろ が 、 図 1 の 6 、 図 2 ② の 1 2 ・ l 3 ・ l 4 ・ 15 ・ 16は定義にあわなぃばかりか、將構の周式商にき










か ら も 、  推式商にっいての議論からも除外してよいと思う。
図1 湖北省荊州地区t導i物館『江陵雨台l11楚墓』 (1984年 ・ 文物出版社) 図四五。
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図 2  ①湖北省宜昌地区博物館・北京大学考古系『当陽趙家湖楚墓』(1992年・ 文物出版社)
図五四。 ②同書図五五。
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る。 この点にっいては、 彭明麒氏のユニークな研究が一つの参考となろう (彭明麒 「江漢楚日








楚式商がいずれも60度のタイプに属することもまた一目瞭然であろう。 3 ・ 6 ・ 7 が そ れ で あ
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図 3  彭明麒 「江漢日用陶商構成模式初探索」 (王光鏑主編『文物考古文集』1997年・ 武漢大学
出版社)。
図 4




彭明J麒 「江漢日用陶商構成模式初探索」 (王光鋪主編 『文物考古文集』 1997年・武漢大学
出版社)。
り、 それぞれ趙家湖・雨台山・紀南城出土から出土したものである。 そして、 52度前後タイプ
































あるとみるか、 という二論対立の様相から研究がはじまった。 具体的にいえば、 楚式商は荊州
地区から北上して襲樊地区にいたったものか、 そうではなく逆に喪樊地区から并可州地区に南下
したものか、 と ぃ う 形 と な っ て一種の論職がはじまったのである。 結論的にいえば、 喪樊地区
の考古資料が後者を強力に後押しすることになり、 今日では後者の考えが定説化しっっあ る と
い っ て よ い で あ ろ う 。  ただ、 だからとぃって襲t美量l地区が楚式商が発生した楚式商の起源地であ
ると決まってしまったわけではなぃ。 西周・春秋時代における江漢地区陶商の動向をおってい






丹江は、秦嶺山脈に発源し、 商洛市商州区(旧商県) ・丹鳳県 ・商南県 ・淅川県と束南流し
て丹江口市で漢水に流入する河川で、 古来から陜西・湖北・河南をっなぐ重要な水路である。
丹江流域の楚文化考古といえば、 なんといっても浙川県城の南方、 丹江口ダムの建設にともな































図 5  陜西省考古研究所・商洛市t専物館『丹鳳古城楚墓』
(2006年・三秦出版社)図一一八。
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図 6  商洛地区考古組 「丹江上游考古調査簡報」 (『考古与
文物』 1981年3期) 。
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図 7  陜西省考古研究所・商洛地区文管会「陜西省丹風県鞏家湾過址発掘簡報」 (『考古与文物』
2001年6期) 図一二。
ではさて、 西周楚式商はどう であろ う か。 丹江流域における西周楚式商出土の最初の消息は、
おそらく陜西省考古研究所・商洛地区文管会「陝西丹鳳県華家湾遺址発掘簡報」 (『考古与文物』
2001年6期) であろう。 この簡報には西周楚式商が出土したとのニユースとともに、 図 7 の よ
うな図版が掲破されている。 1の陶商が典型的な周式商であるのに対して、 2 ・ 3 の 商 足 は 純
然たる楚式商のそれである。 したがってもしこれが西周のものであるならば、 まさしく西周楚
式商の現物となるわけであるが、 しかしなにせこの二本の足だけでは、 時代を判定することは





















三峡大ダムの建設が世紀の大プロジェク ト で あ っ た こ と は ぃ う  までもないが、 それにやや遅
れてはじまった南水北調計画も、 やはり世紀の大プロジェクトであることはいうまでもなぃ。
そして、三峡大ダムによる水位上昇を前にして実施された水没区の発掘・調査 ・ 保 存 が一大考










当山遇真宮西宮 ;選跡であろう。 世界通:産にも登録されている建築群の一つであり、 次の段階と
してこれをダム庫水位の上昇からどうゃって保護するか、専門家の検討が進んでいるようである。
楚国の過跡や楚文化の造物も、 当然のように各地から大量に発見されており、2007年1月に
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の発見によって、 楚文化の生成時期が従来の理解よりも大 l幅にさかのぼり、 あるいは西 .周中期
よりも以前である可能性が高まったとのニュ ー スが、 さ ま ざ ま な メ デ イ ア に よ っ て 時 お り も た
らされていたのであるが、 はたしてこの『重要考古発現I』 を開いてみると、 陶商17件のなか
に3件の西周陶 ll1,liが含まれており、 1件の写真は1足が前面にあって角度上判定しにくぃもの
の、残る2件はまぎれもなぃ楚式海i、 しかも52度タイプの典型的な楚式商にきゎめて近い楚式
商である ( 図 8 ) 。  この西周楚式 照iの存在をもって、 発掘1 者たちが郎県 - -帯における楚文化の
生成時期を西周中期ごろと考えているのにちがぃなぃ。形のよい西間楚式鬲の発見を前にして、
発掘者たちの感動はいかばかりであったか、 察してあまりあるものがある。
この造跡の考古学的価値は、二里頭 一 殷 一 西間 一東周の造物がそれぞれ豊富に出士していて、




西周陶爲 lH267 : 2l 西周陶高 l lT1114⑥ 1
図 8  湖北省文物局主編『湖北省南水北調工程重要考古発現I』(2007年・文物出版社) 「員lS県
遮河 Ji一 子通址」。
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んど同 じである。 般代晩期 ・ 西周初期の文化は地域独自の様相を呈しているが、 西周中期
に周文化が侵入して典型的な周文化が急速に発展する。 西周中期から東周までは、 楚文化
の範購に属する文化圏であった。
実はこの 『重要考古発現I』 は、 2008年10月湖北省博物館を参観した際に胡雅麗氏から惠与
されたのであるが、 一読し終わらないその夜のうちに、 ほかならぬ王然氏と面談して説明を受





二. 西周時代中期、 すでに郎県一帯に楚文化が形成されていたことは確かであり、 した
がって、 丹江口ダム 一帶が推族の故郷にして楚文化の発生地である可能性はきゎめて
高い。
三. 西周時代の楚式商は遼河店子過跡以外にも、 丹江口ダム 一帯の各地に存在したは
ずである。 たとえば丹江流域の商南県過風楼遺跡の例がそれであり、 そのうち報告が
出 る と 聞 い て い る。 丹江流域に西周楚式商が存在したことを疑うむきもあるが、 それ
は過風楼のそれを見ていなぃからである。
四. 丹陽は丹江にちなんだ地名であり、 以上の理由をあわせて、 丹陽=丹浙説に従う
べきである。
王氏は過風楼の陶商をみており、 それが西周楚式商であると確信しているのである。 だから

















域の遭跡が存在する村落は、 上流から順に丹風の華家湾・商巴、 商南の過鳳楼 ・ 湘河鎮、 新川




図 9  谷口満 「続 ・ 楚族の故郷を探し訪ねて 一丹江 一 石泉ルー トを行く 一 」 (東北学院大学
『アジァ流域文化論研究 m 』 「旅程図」。
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る こ と に な る。
ーつは、 この地域圏の中心的集団である楚族が、 のちに楚国の主権をになう王室種族になぜ
なりえたかという問題である。 西周時代、周王朝の支配をうけっっ も、 こうぃった地域集団は
28




出して強勢を発揮し、 そのなかの楚族が楚国の王室種族にまでのぼ り っめることができたので

















点である西鄂出身の張衡などは、 その好例である。 考えてみれば、 范盡が丹江流路水陸転換点
の荊紫関鎮付近か、 あるいは白河流路の水陸転換点南陽付近の出身かという伝説はきわめて興
味深い。 ここから丹江・白河を下つ て漢水に入ればすぐに襲樊である。 そこからは、 それこそ




















も う 一つ次の間題は、 丹江口大ダム一帶の楚族が西周̃春秋とどのような経路をとって南方
へ展開していったかという問題である。 まず襄樊地区へ南下したことはまちがいない。 問題は
それ以降の経路で、 装樊から薬陽・随州という、 いわゆる随薬走廊か、 あるいは製樊から湖北
西部の山地ぞいに南潭・荊門・当陽・荊州という、和山東 1随路線かは容易に想像がっ くのであ
るが、 はたしてどちらであろうか。 西周時代における随薬走廊の文化情況を考えれば、 前者で
ないことはまずまちがぃなぃであろう 。 なぜなら、 そこは曽 (随) をはじめとする諸国が分布
する周文化の占領区であり、 楚族がここに侵入していくことは困難であったと思われ、 事実楚
文化の痕跡がほとんど留められていなぃからである。 南陽から白河に乗つて襄樊に下り、 そこ
から随薬走廊に乗つて武漢に至るルー ト は 、  南北往来のもっとも重要な路線であった。 周王朝
がこの路線の掌握をはからなぃわけがなく、 姫姓諸候はもとより王朝に服属する異姓諸候を配
置して、その支配を強化しようとしたであろう。その配置された諸候のいく っかは周室束邏以
後 に も 残 存 し て い た ら し く 、 曽 ( 随 )  ・部・唐などが文献資料・考古資料の双方によって確





なおこの間題に関しては、 宣浩波 「由楚文化過存的分布特点看早期楚文化的中心区域」 (楚
文化研究会編『楚文化研究論集』第七集) が興味あるデータを提供している。宣氏は春秋以降
の楚国の領域を漢水中上游山地区 ・ 襲宜平原及随薬走廊区 ・ 沮海河及江漢平原区 ・ 大別山低山































宣氏は 『中国文物地図集・湖北分冊』 から、 規模10万m以 上 ・ 1 0 万 ̃ 1 万m ・ 1 万mに区分
して遺跡数を収集・ 整理し、 規模ごとの造跡数をかかげているが、 上にあげたのは規模を無視
した三規模造跡数の総和である。 簡略に従つたためであるが、 せっかく宣氏が規模ごとの数
値をあげているのであるから、本来ならば規模ごとの差異も考慮しなければならないであろう 。
また氏は総数表と西周表にっいては “造址分布表” とぃう表記を使用し、 束周表と戦国表には
楚文化造址的分布 ” とぃう表記を使用しており、 どのような意図があるのか、本来ならば
『湖北分冊』 とそれぞれの遺跡の報告を見比べてみる必要があろう 。 それに造跡数とぃっても、
やはり単位面積あたりの密度を詳細に算出してみる必要があると思うが、 1直氏がこれにどれ
ほど考慮をはらっているのかも、今一つはっきりしなぃ。
しかし、 上にあげた簡略なデー タだけでも、 宣氏のいわんとするところを十分に示すことが




下したのは、 おそらく西周中期ごろであること、 この二点である。 第二の指摘は、 楚族の南下
路線にっいての先の想定にまさしく対応しているであろう 。




のが、 今のところ無難であろう 。 このことは、 少なくとも西周晩期には楚族がすでに当陽一帶









楚文化という と 、  あの華麗な青銅器や漆器をも っ、 戦国時代のいわゆる典型楚文化が必ず思











ンを持参され、 遼河店子造跡出土造物の写真を数多く見せて下さった。 その時の気持ちは、 お
そらく感激というのがふさわしぃであろう。その感激がさめなぃうちに、王氏の好意に応えて、
以上の紹介文を草することにしたわけである。
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